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歴
史
を
感
じ
る
緑
豊
か
な 

里
山 

 

加
増
野
は
、
ア
ユ
が
遡
上
す
る
清
流
稲
生
沢

川
の
水
源
や
、
下
田
を
象
徴
す
る
婆
裟
羅
山
な
ど

の
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
の
ど
か
な
田
園

が
広
が
る
里
山
で
す
。
同
地
域
の
自
然
に
魅
せ
ら

れ
た
絵
本
作
家
で
、
鳥
の
巣
研
究
第
一
人
者
の
鈴

木
ま
も
る
さ
ん
は
、
加
増
野
に
移
住
し
、
こ
の
田

舎
暮
ら
し
に
つ
い
て
著
し
た
作
品
も
刊
行
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
、
一
四
二

一
年
開
創
の
婆
娑
羅
山
報
本
寺
に
は
樹
齢
数
百
年

と
い
わ
れ
る
枝
垂
れ
桜
（
下
田
市
指
定
）
や
大
木

の
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
（
静
岡
県
指
定
）
が
あ
り
、
共

に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

集
落
ぐ
る
み
の
邑
づ
く
り 

 

稲
生
沢
川
の
起
点
に
位
置
す
る
加
増
野
富

田
原
地
区
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
」
制
度
を
活
用
し
、
集
落

ぐ
る
み
で
水
田
の
多
面
的
機
能
の
維
持
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
加
増
野
小
学
校
跡
地
に
あ
る
農
産

物
加
工
所
「
加
増
野
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
」
は
、

地
域
の
拠
り
所
と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て
き

た
旧
加
増
野
小
学
校
の
木
造
校
舎
を
取
り
壊

し
、
地
域
活
性
化
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
住
民
が
運
営
に
携
わ 

下
田
市 
加
増
野 

か
ぞ
う
の 

伊
豆
地
域 

自
然
と
歴
史
が
織
り
な
す
里
山
の
邑
づ
く
り 

加
増
野
は
下
田
と
松
崎
を
結
ぶ
県
道
下
田
松
崎
線
沿
い
の
市
境
に
あ
る
集
落
で
、
婆
裟
羅
（
ば
さ

ら
）
山
麓
に
あ
り
、
水
や
緑
そ
し
て
歴
史
あ
る
の
ど
か
な
里
山
で
す
。
「
加
増
野
ポ
ー
レ
ポ
ー

レ
」
を
拠
点
に
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
邑
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

り
、
大
豆
・
米
・
小
麦
粉
等
の
地
場
産
品
を

活
用
し
た
加
工
販
売
の
ほ
か
、
そ
ば
処
や
食

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
展
開
し
て
お
り
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
楽

し
め
る
地
域
振
興
拠
点
で
す
。 

つ
る
く
び(

鶴
首)

か
ぼ

ち
ゃ
で
地
域
お
こ
し 

 

加
増
野
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
で
は
、
地
域
の
耕

作
放
棄
地
解
消
と
６
次
産
業
化
も
視
野
に
入

れ
た
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
付
近
の

遊
休
農
地
を
実
証
実
験
ほ
場
と
し
、
「
つ
る

く
び
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
栽
培
と
加
工
品
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

つ
る
く
び
か
ぼ
ち
ゃ
は
日
本
南
瓜
の
一
種

で
、
開
花
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間
が
長
く
つ

る
丈
が
20
ｍ
か
ら
30
ｍ
に
成
長
す
る
ほ
ど
樹

勢
が
旺
盛
で
、
病
害
虫
や
雑
草
に
も
強
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
果
肉
は
水
分
が
多
く
、
オ

レ
ン
ジ
色
で
甘
み
が
あ
り
ま
す
。 

 

邑
の
語
り
部 

報本寺山隋権現例祭「幡廻し」 
 

毎年8月11日に開催される「幡廻し」は400年以上も続く歴史ある

例祭です。元々は領主の霊を祭る 

行事でしたが、現在は五穀豊穣の 

意味も取り入れて行われています。 

竹を倒すことなく廻し切れば豊作で、 

厄病が退散すると言われています。 

  
ゆっくりのんびり「加増野ポーレポーレ」 

 
ポーレポーレとは、スワヒリ語（東アフリカの言語）で「ゆっくりの

んびり」という意味です。水源のおいし 

い水でねった手打ちそばを、伊豆産鰹 

節でダシをとったそばつゆで味わうこ 

とができます。お問い合せは、加増野 

ポーレポーレ(☎0558-28-0002)まで。 

婆裟羅山の伝説 
 

下田市と松崎町の市町境に位置する婆裟羅山（608m）は、弘法

大師が婆裟羅三摩耶（さんまや）を修得した山をその名の由来

とした説や、姥捨て山伝説が残る場 

所です。婆裟羅とはサンスクリット語 

(古代インドの言語）でダイヤモンド・ 

金剛という意味があります。 

アクセス方法 
 

■公共交通機関を御利用の場合 

伊豆急行下田駅－（南伊豆東海バス 田子上行）－

加増野バス停 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 沼津ＩＣより 約130分 

新東名高速 長泉沼津ＩＣより 約140分 

 

邑の農地／畑60ｈａ 

主な農産物／つるくびかぼちゃ 

 

現
在
、
地
場
の
農
産

物
を
加
工
し
、
な
ん

と
か
ブ
ラ
ン
ド
商
品

化
し
た
い
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
加
増
野

ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
を
活 

動
拠
点
に
地
域
の
農
業
振
興
と
都
市
住
民
と

の
交
流
の
場
と
し
て
、
今
後
と
も
区
民
の
団

結
力
で
美
し
い
加
増
野
の
邑
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

加
増
野
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ

従
業
員 

 
 

  

  

 
 

 
 



中
山
間
地
域
の
王
道 

 

河
津
町
の
東
端
、
東
伊
豆
町
と
の
境
に
位
置
す

る
美
し
い
中
山
間
の
農
村
集
落
で
す
。
温
州
ミ
カ

ン
、
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
な
ど
を
中
心
と
し

た
多
種
な
柑
橘
や
イ
チ
ゴ
、
野
菜
な
ど
の
栽
培
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に 

 

少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
地
域
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
地
域
住
民
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
平
成
17
年
に
「
見
高
入
谷
地
区
活
性
化

推
進
委
員
会
」
を
設
立
。
そ
の
後
「
伊
豆
見
高
入

谷
高
原
温
泉
管
理
組
合
」
に
移
行
し
、
地
域
内
の

農
道
や
水
路
の
整
備
や
農
地
の
保
全
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

  

 

さ
ら
に
、
平
成
19
年
に
「
伊
豆
見
高
入
谷

高
原
温
泉
」
、
平
成
21
年
に
「
伊
豆
見
高
入

谷
高
原
温
泉
」
、
平
成
21
年
に
「
伊
豆
見
高

入
谷
高
原
温
泉
コ
テ
ー
ジ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
温
泉
は
、
河
津
町
の
秘
湯
と
し

て
訪
れ
た
人
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
19
年
か
ら
は
、
日
頃
温
泉
施
設
を
利

用
し
て
い
る
人
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
広

く
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
「
紅

葉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
都
市
住
民

と
の
交
流
の
場
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。 

地
場
産
品
を
地
域
の
宝
に 

 

伊
豆
見
高
入
谷
高
原
で
は
、
地
域
の
新
鮮
な

農
作
物
や
加
工
品
を
温
泉
の
休
憩
施
設
の
直
売

所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
直
売
所
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
荒
廃
農
地
の
増
加
防
止
や
遊
休
農

地
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
は
コ
テ
ー
ジ
宿
泊
者
を
対
象
に
し
た
農
作
業

体
験
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

賀
茂
郡
河
津
町 

伊
豆
見
高
入
谷
高
原 

温
泉
と
自
然
と
美
し
い
農
村
風
景 

温
泉
と
高
原
の
中
の
農
村
風
景
を
楽
し
め
る
中
山
間
地
域
で
す
。
邑
人
た
ち
は
、
来
訪
者
に
気
持

ち
良
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
自
発
的
に
美
し
い
景
観
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。
都
市
住

民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

  

 

少
子
高
齢
化
に
よ
る
農
業
の
担
い
手
不
足

の
問
題
は
見
高
入
谷
地
区
に
お
い
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
泉
施
設
と
豊
か
な
高

原
の
自
然
を
武
器
に
、
地
場
産
品
を
地
域
農

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
地
元
の
活

動
は
続
い
て
い
き
ま
す
。 

   

紅葉ふれあいまつり 
 

毎年11月23日開催。イノシシ鍋のサービス、餅つき大会、地場

野菜や加工品の販売などが行われて 

います。販売ブースはスタート直後から 

大盛況です。地域住民の温かいもてな 

しと、自然豊かな秋の一日を楽しむこと 

ができます。 

  
伊豆見高入谷高原温泉 

 

源泉かけ流しの良質な温泉で、施設内では軽食・弁当や地場産

品も販売されています。木造長屋式コ 

テージ（1棟3室）も併設されており、格 

安で宿泊ができます。河津町の秘湯で 

高原のさわやかな空気を満喫してみて 

はいかがでしょうか。 

人気の加工品 
 

柑橘類や地場野菜とともに、地元で手作りした田舎寿司、饅頭、

おこわ、こんにゃくなどが人気です。 

温泉施設内の販売ブースや紅葉ふれ 

あいまつりなどで入手できます。季節 

の新鮮な野菜と、里山の素朴な味わい 

が堪能できます。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ伊東駅－（伊豆急行線 下田行）－今井浜海岸

駅（約60分） 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 沼津ＩＣより 約85分 

新東名高速    沼津長泉ＩＣより 約80分 

 

邑の農地／田2ha、畑8ha 

主な農産物／温州みかん 

い
ず
み
だ
か
い
り
や
こ
う
げ
ん 

伊
豆
地
域 

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
温
泉
施
設

を
拠
点
に
、
自
然
を
求
め
る
都
市
住
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
、
更
な
る
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

邑
の
語
り
部 

伊
豆
見
高
入
谷
高
原
温
泉

管
理
組
合 

組
合
長 

遠
藤 

照
之
さ
ん 

 
 

昔
の
よ
う
な
活
気 

と
農
村
風
景
を
次

世
代
に
残
し
て
い

く
た
め
、
地
域
区

民
が
団
結
、
協
力

し
あ
い
、
地
域
の 

 
 

  

  
 

 

 
 



マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
栽
培
の 

取
り
組
み 

 

伊
浜
地
区
は
南
伊
豆
町
の
北
西
に
位
置
し
、
人

口
三
百
人
ほ
ど
の
駿
河
湾
に
面
し
た
海
沿
い
の
集

落
で
す
。
伊
豆
半
島
の
な
か
で
も
温
暖
な
土
地
で
、

「
長
寿
の
里
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

集
落
で
は
、
海
岸
斜
面
に
つ
く
ら
れ
た
段
々
畑

で
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
栽
培
や
漁
業
、
民
宿
営
業
が

盛
ん
で
す
。
近
く
に
は
野
猿
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
る
波
勝
崎
苑(

は
が
ち
ざ
き
え
ん)

や
海
水
浴

場
が
あ
り
ま
す
。
綺
麗
な
海
と
花
に
囲
ま
れ
た
集

落
で
、
の
ん
び
り
と
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
。 

 
 

 

  

 

南
伊
豆
町
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
昭
和
３
年

か
ら
栽
培
が
始
ま
り
、
現
在
も
町
の
特
産
花

卉
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
国
有
数
の
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
伊
浜
地
区
は
そ

の
主
産
地
で
あ
り
、
段
々
畑
で
の
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
か
ら
は
、

地
区
の
人
々
と
生
産
者
が
協
力
し
、
観
光
花

卉
園
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
狩
り
園
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬
に

か
け
て
一
般
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

静
岡
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
品
種
の
導
入
を
図
る

な
ど
、
新
し
い
試
み
や
地
域
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

伊
浜
海
中
ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

伊
浜
地
区
で
は
、
区
の
主
催
に
よ
る
海
中

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
24
年
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
主
催
に
よ
り
、
数
地
区
の
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

賀
茂
郡
南
伊
豆
町 

伊
浜
地
区 

い
は
ま
ち
く 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
里
「
伊
浜
」 

昭
和
47
年
に
開
通
し
た
南
伊
豆
町
と
松
崎
町
を
結
ぶ
南
伊
豆
道
路
（
国
道
１
３
６
号
線
）
は

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
は
伊
浜
の
特
産
品
で
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
を
通
し
た
邑
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

。 

  

伊
浜
区
の
主
催
と
な
っ
て
第
一
回
目
の
「
海

掃
除
二
〇
一
三
」
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
や
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
百
八
十
名
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
波
勝
崎
の
海
中
や
海
浜

を
清
掃
し
、
約
四
七
〇
㎏
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま

し
た
。
メ
イ
ン
は
ダ
イ
バ
ー
に
よ
る
海
中
清

掃
で
す
が
、
海
浜
の
清
掃
は
当
日
受
付
を
す

れ
ば
誰
で
も
参
加
が
可
能
で
す

。 

邑
の
語
り
部 

「落ちない花」マーガレット 
 

マーガレットはカナリア諸島原産のキク科の花です。ＪＡ伊豆太

陽では、花が咲ききっても花びらが散 

らないことから、「マーガレットは落ち 

ない花」として受験生向けにＰＲしてい 

ます。 

  
野猿の楽園「波勝崎苑」 

 
波勝崎苑は、東日本最大の野猿公園として知られています。昭

和32年に伊浜の肥田与平氏が餌付け 

に成功したことから始まった野猿の楽園 

です。現在300匹ほどの野猿が生息し、 

いろいろな表情やしぐさを見ることができ 

ます。☎0558-67-0050 

普照寺 
 

集落中腹の坂にある普照寺は、行基作とさ 

れる観音像を本尊とする寺です。伊豆国七 

福神巡拝の一つにもなっています。 

紙本墨書大般若経、わに口、梵鐘の３点は、 

県指定文化財となっています。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

伊豆急下田駅－（南伊豆東海バス 下田～伊浜）－

伊浜バス停留所 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速沼津ＩＣより 約100分 

新東名高速長泉沼津ＩＣより 約110分 

 

邑の農地／畑6ｈａ 

主な農産物／マーガレット 

伊
豆
地
域 

 
 

伊
浜
区
長 

地
引 

安
信
さ
ん 

地
区
の
活
動
と
し
て
、

国
道
へ
繋
が
る
生
活

路
線
や
区
内
道
路
を

始
め
、
農
地
や
海
岸

線
等
の
維
持
清
掃
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
区
民
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
交
流
を

深
め
、
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に
務
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

  

 
 

  

  

 
 



メイン写真 
（10.7㎝×12㎝） 

沿
道
は
四
季
折
々
の
花
木
が

い
っ
ぱ
い 

 

世
界
文
化
遺
産
富
士
山
を
望
む
水
田
地
帯
で
、

広
域
農
道
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」
沿
い
に
富
士

山
を
借
景
に
美
し
い
農
村
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。 

 

遊
休
農
地
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ア
ジ
サ
イ
を
植

え
た
り
、
箱
根
山
系
か
ら
の
清
涼
な
水
路
に
棲
む

ホ
タ
ル
を
保
全
し
た
り
す
る
活
動
に
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

  

地
域
活
動
で
活
発
な
世
代

間
交
流 

 

地
域
活
動
に
は
、
部
農
会
や
自
治
会
を
中

心
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
育
成
会
や
子
供
会
、

老
人
会
な
ど
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
、
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
県
無
形
文
化
財
の
湯
立
神
楽
は
地

域
の
重
要
な
伝
統
文
化
と
し
て
、
次
世
代
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
早
稲
田
大
学
学
生
の
発
案
で

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
平
成
15 

年
か
ら
５
年
間 

開
催
し
、
優
秀 

作
品
を
集
め
た 

写
真
集
も
発
行 

さ
れ
ま
し
た
。 

御
殿
場
市 
沼
田
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道 

四
季
の
花
と
霊
峰
富
士
を
仰
ぎ
見
る
沿
道
づ
く
り 

広
域
農
道
沿
い
の
休
耕
田
・
遊
休
地
を
活
用
し
て
、
四
季
折
々
の
花
木
を
植
栽
し
た
地
域
の
環
境

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

  

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
体

験
と
ジ
ャ
ム
づ
く
り 

 

富
士
山
を
望
む
遊
休
農
地
を
利
用
し
た
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
は
、
収
穫
体
験
や
ジ
ャ
ム

づ
く
り
体
験
に
地
域
内
外
か
ら
多
く
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
す
。
集
ま
っ
た
参
加
費
は
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
の
維
持
費
用
等
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
元
の
小
学
生
を
招
い
た
植
樹
体

験
も
行
っ
て
お
り
、
植
え
た
苗
に
は
名
札
を

付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

地
域
住
民
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
現
在
は
、 

地
域
の
高
齢
者 

に
よ
る
農
産
物 

直
売
所
の
建
設 

を
地
域
独
自
で 

進
め
て
い
ま
す
。 

  

沼田ブルーベリー園 
 

園内には数種類の大粒のブルーベリーがたわわに実っていて、

入園料500円で食べ放題を楽しむことができます。 

8月～9月の約1か月半営業していま 

すので、夏休みの思い出にいかがで 

しょうか。1,000本のブルーベリーがお 

待ちしています。 

 

  
沼田の「湯立神楽」 

 

沼田地区の子之（ねの）神社で、10月に行われる伝統の「沼田

の湯立神楽」。湯立は神前の大釜で沸かした湯を神に献じ、そ

の聖なる湯を振りかけて無病息災や豊 

作を祈願する神事で、沼田の湯立は県 

指定無形民俗文化財に指定されていま 

す。 

沼田ホタルねっと 
 

沼田ホタルねっとは、農村環境の大切さを地域の人々に伝え

るため、小川にホタルの幼虫を放流し、その生息環境や周辺

の環境保全に努めています。 

毎年6月頃開催されるホタル観賞会 

では、地域の子供たちがホタルとの 

触れ合いを楽しんでいます。 

アクセス方法 
 

■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ南御殿場駅から徒歩約20分（ブルーベリー園ま

で） 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速御殿場ＩＣより 約10分 

 

邑の農地／田18ｈａ、畑8ｈａ 

主な農産物／ブルーベリー 

ぬ
ま
た
ろ
ま
ん
ち
っ
く
か
い
ど
う 

東
部
地
域 

邑
の
語
り
部 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は

毎
年
植
栽
し
、
今
で
は
多
く
の
人
々
に
摘

み
取
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
沼
田
へ
、
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。 「

地
域
づ
く
り
は

人
づ
く
り
か
ら
」

を
基
本
に
地
域
内

の
休
耕
田
・
遊
休

地
を
活
用
し
、
地

域
の
環
境
改
善
に 

沼
田
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

育
成
会 

会
長 

根
上 

孝
吉
さ
ん 

 
 

  

 
 

  

  

 
 



メイン写真 
（10.7㎝×12㎝） 

農
業
と
観
光
の
融
合 

 

伊
豆
半
島
の
中
心
部
に
位
置
す
る
修
善
寺
温
泉

は
県
下
屈
指
の
温
泉
街
で
、
全
国
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。
温
泉
街
を
西
に
進
む
と
、
「
桂
流
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ふ
る
里
」
の
美
し
い
田
園
空
間
が
広

が
り
ま
す
。
棚
田
景
観
の
残
る
こ
の
地
域
で
は
、

清
流
桂
川
を
水
源
と
し
て
、
良
質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
初
夏
に
は
清
ら
か
な
水
と
空
気
の
な
か

で
ホ
タ
ル
の
舞
う
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。 

 

美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

  

  

地
域
独
自
の
食
材
で
お
も

て
な
し 

 

平
成
22
年
度
に
生
産
者
組
合
「
農
事
組
合

法
人
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
桂
谷
」
が
設
立
さ
れ
、

安
心
で
お
い
し
い
米
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

た
特
別
栽
培
米
の
栽
培
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

中
で
も
食
味
ス
コ
ア
が
有
名
ブ
ラ
ン
ド
米
と

比
べ
て
も
引
け
を
取
ら
な
い
水
準
で
あ
る
「
桂

流
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
、
生
産
者
と
修
善
寺
温
泉

の
旅
館
と
が
連
携
し
、
食
材
と
し
て
宿
泊
客
に

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
採
れ
た
も
の
を

訪
れ
た
お
客
様
に
そ
の
場
で
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
地
産
地
消
の
お
手
本
で
す
。 

 

ま
た
、
弘
法
芋
や
黒
米
な
ど
の
地
域
独
自
の

食
材
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
弘
法
芋
は
修
善

寺
温
泉
を
発
見
し
た
弘
法
大
師
に
ち
な
ん
で
名

づ
け
ら
れ
、
肉
質
が
密
で
粘
り
が
強
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
黒
米
は
こ
の
地
方
で
は
薬

膳
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ん
の
り
甘
く

香
ば
し
い
お
米
で
す
。 

伊
豆
市 
桂
流
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ふ
る
里 

四
季
清
流
桂
川
に
育
ま
れ
た
田
園
空
間
と
ブ
ラ
ン
ド
米 

豊
か
な
自
然
、
伝
統
あ
る
温
泉
街
、
歴
史
的
資
産
の
３
つ
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
魅
力
あ
る
地
域
で
す
。 

近
年
、
清
流
桂
川
の
恵
ま
れ
た
水
源
を
活
用
し
、
従
来
の
地
場
産
品
に
加
え
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
生

産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

  

深
い
歴
史
が
息
づ
く
邑 

 

桂
谷
八
十
八
カ
所
巡
拝
や
奥
の
院
の
イ
ベ

ン
ト
時
に
は
、
地
場
野
菜
や
地
産
食
材
を

使
っ
た
お
弁
当
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
周
辺
に
は
、
源
範
頼
（
源
頼
朝
の
異

母
弟
）
の
墓
や
、
多
く
の
石
碑
、
寺
院
が
残

り
、
温
泉
と
豊
か
な
自
然
に
深
い
歴
史
が
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
。 

ブランド米桂流コシヒカリ 
 

清流桂川で育まれたブランド米です。平成25年度に初めて桂流

コシヒカリを「お米日本一コンテストinしずおか」に応募したところ、

金賞を受賞しました。 

近年は有機肥料米への取り組みが急 

速に広がっており、さらに安全で美味し 

くなることが期待されています。 

  
桂谷八十八カ所めぐり 

 

修善寺地域に点在する礼所（石碑）を、毎年11月7日～9日の３

日間を掛けて巡ります。四国八十八カ所の霊場の土を桂谷の八

十八カ所に埋め、石碑を建立しており、 

四国八十八カ所巡りと同じ功徳が受け 

られるとして、毎年多くの巡拝者が訪れ 

ます。 

修禅寺奥の院 
 

修禅寺は、平安初期に弘法大使が開創したと言われています。

本寺から桂谷地区を抜けて西に4.6ｋｍほどの所にある奥の院は、

若き日の空海（弘法大使） 

が修業した場所と伝えられています。 

春と秋に「春の静寂」「秋の静寂」、 

冬至には「星まつり」が行われます。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

伊豆箱根修善寺駅－（バス10分）修善寺温泉－徒

歩20分 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 沼津ＩＣより 約60分 

新東名高速    長泉沼津ＩＣより 約60分 

 

邑の農地／田38ｈａ、畑30ｈａ 

主な農産物／弘法芋、黒米 

け
い
り
ゅ
う
こ
し
ひ
か
り
の
ふ
る
さ
と 

邑
の
語
り
部 

用
す
る
事
が
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
全
で
安

心
し
で
き
る
お
米
作
り
や
遊
休
農
地
対
策
、

歴
史
資
産
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地

域
外
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

私
達
が
自
慢
と
す

る
緑
豊
か
な
こ
の

地
域
の
景
観
を
守

る
と
共
に
、
自
然

の
ダ
ム
と
も
言
え

る
農
地
を
保
全
活 

北
又
中
山
間
事
業
委
員
会 

代
表 

杉
原 

由
樹
さ
ん 

伊
豆
地
域 

 
 

 
 

  

 
 

 
 



悠
久
の
時
と
歴
史
ロ
マ
ン
を

感
じ
さ
せ
る
史
跡 

 

邑
が
誇
る
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
江
川
邸
は
、

平
成
25
年
9
月
に
世
界
遺
産
国
内
推
薦
資
産
に
決

定
し
た
韮
山
反
射
炉
を
造
っ
た
江
川
坦
庵
の
住
居

と
し
て
、
江
戸
の
佇
ま
い
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

江
川
邸
に
近
接
す
る
、
た
め
池
「
城
池
」
を
囲

む
城
池
親
水
公
園
は
、
野
鳥
や
魚
類
の
宝
庫
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
平
清
盛
の
継
母
池
禅
尼
の
命
乞
い
に

よ
っ
て
一
命
を
と
り
と
め
、
韮
山
へ
流
罪
に
な
っ

た
源
頼
朝
が
、
14
歳
か
ら
34
歳
の
旗
揚
げ
ま
で
を

過
ご
し
た
蛭
ケ
小
島
な
ど
、
数
々
の
史
跡
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

  

都
市
住
民
と
の
協
働
活
動 

 

平
成
21
年
、
神
奈
川
県
内
で
竹
林
整
備
等

の
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
の
竹

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
、
地
元
団
体
で
あ
る
韮

山
金
谷
の
里
夢
く
ら
ぶ
が
協
働
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。 

 

主
に
放
置
竹
林
の
伐
採
・
整
備
活
動
を
行

い
、
両
団
体
合
わ
せ
て
、
年
間
延
べ
四
百
人

以
上
の
人
が
活
動
に
参
加
し
ま
す
。
竹
林
整

備
、
景
観
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

伊
豆
の
国
市 
韮
山
金
谷 

に
ら
や
ま
か
な
や 

歴
史
遺
産
を
残
す
農
村
環
境 

世
界
文
化
遺
産
富
士
山
を
望
む
水
田
地
帯
。
金
谷
地
区
は
昔
な
が
ら
の
里
山
の
風
景
が
見
ら
れ
、

地
域
の
人
々
と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
景
観
の
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

  

 

さ
ら
に
、
竹
林
を
間
伐
す
る
際
に
発
生
す

る
竹
材
を
活
用
し
て
竹
灯
籠
を
製
作
し
、
約

四
千
本
の
灯
籠
で
江
川
邸
内
の
竹
林
、
中
庭

や
池
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
韮
山
竹
灯
籠
ま

つ
り
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

の
際
は
、
中
庭
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
尺
八
、

オ
カ
リ
ナ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
合
唱
）
や
、
竹

の
オ
ブ
ジ
ェ
の
展
示
、
竹
製
品
や
カ
ッ
ポ
酒

（
竹
徳
利
の
熱
燗
）
等
の
販
売
な
ど
が
行
わ

れ
、
来
場
者
に
竹
の
素
晴
ら
し
さ
と
竹
林
の

保
護
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
協
働
活
動
は
、
静
岡
県
の
「
一
社
一

村
し
ず
お
か
運
動
」
事
業
と
し
て
平
成
23
年

に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

重要文化財「江川邸」 
 

江戸時代に代官としてこの地を治めた江川家の住宅で、広い敷

地の中には主屋や蔵が現存してい 

ます。国の重要文化財にも指定され、 

NHK大河ドラマ「篤姫」などの時代劇の 

ロケ地にもなっています。 

  
韮山反射炉 

 

韮山反射炉は、代官江川坦庵が手がけ、後を継いだその子英

敏により完成しました。反射炉とは、 

金属を溶かし大砲を鋳造する炉であ 

り、現存する唯一の稼働した反射炉と 

して、平成25年9月20日に世界遺産国 

内推薦資産に決定しました。 

城池親水公園 
 

北条早雲居城の韮山城の塀の一部が残る緑豊かな公園です。

富士山を眺めながらのウォーキング 

がおすすめです。 春には桜、初夏 

には菖蒲を楽しむことができます。 

野鳥観察小屋ではバードウォッチン 

グも楽しめます。 

アクセス方法 
 

■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ三島駅－（伊豆箱根鉄道 修善寺駅行き）－伊豆

箱根鉄道韮山駅 徒歩20分 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 沼津ＩＣより 約30分 

新東名高速  長泉沼津ＩＣより 約30分 

 

邑の農地／田5ｈａ、畑5ｈａ 

主な農産物／米 

 

邑
の
語
り
部 

り
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
竹
灯
籠
の

温
か
み
の
あ
る
灯
り
が
醸
し
だ
す
幻
想
的
な

世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
中

で
す
の
で
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

当
地
区
は
管
理
さ
れ

て
い
な
い
放
置
竹
林

の
整
備
を
平
成
21
年

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
竹
を
利
用
し
た

「
韮
山
竹
灯
籠
ま
つ 

韮
山
金
谷
の
里
夢
く
ら
ぶ 

代
表 

宇
野 

眞
敏
さ
ん 

伊
豆
地
域 

 
 

 
 

  

 
 

 
 



先
人
の
苦
労
で
生
ま
れ
変

わ
っ
た
農
地 

 

こ
の
地
域
は
、
か
つ
て
は
浮
島
沼
と
呼
ば
れ
、

富
士
山
を
眺
望
で
き
る
風
光
明
媚
な
場
所
と
し
て

旅
人
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
田

植
え
や
稲
刈
り
の
際
に
は
、
泥
深
い
水
田
に
腰
ま

で
浸
り
、
田
舟
で
苗
や
稲
を
運
搬
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
農
業
を
営
む
に
は
劣
悪
な
環
境
で
し
た
。 

そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら
治
水
、
排
水
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
に
な
っ
て
沼
川
排
水
路
が

完
成
す
る
と
、
急
速
に
乾
田
化
が
進
み
、
現
在
で

は
優
良
農
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

地
域
企
業
と
の
協
働 

 

 

建
設
会
社
な
ど
の
地
域
企
業
と
、
地
域
住

民
の
協
働
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

景
観
形
成
の
た
め
の
地
域
清
掃
や
レ
ン
ゲ

ソ
ウ
な
ど
の
植
栽
、
た
め
池
、
用
水
路
の
草

刈
作
業
、
不
法
投
棄
ゴ
ミ
処
理
作
業
な
ど
に
、

企
業
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

地
域
ぐ
る
み
で
未
来
の
担

い
手
を
育
て
る 

 

地
域
で
は
、
ふ
じ
の
く
に
美
農
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
組
織
「
富
士
山
の
ふ

も
と
の
郷
を
守
る
会
」
を
中
心
に
、
未
来
の

担
い
手
に
農
業
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
市
立
須
津
小
学
校
で
は
、
社
会
科
の

授
業
の
時
間
を
使
っ
て
、
農
業
者
の
話
を
聞

い
た
り
、
鎌
を
使
っ
た
稲
刈
り
体
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

富
士
市 
富
士
山
の
ふ
も
と
の
郷
を
守
る
邑 

継
続
し
た
活
動
で
未
来
の
担
い
手
を
育
て
た
い 

富
士
山
南
麓
に
広
が
る
「
浮
島
ヶ
原
」
。
元
々
、
沼
地
や
葦
原
を
開
墾
し
た
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、

か
つ
て
は
生
産
性
の
低
い
地
域
で
し
た
。 

現
在
で
は
、
先
人
の
苦
労
に
よ
り
農
地
を
改
良
し
、
富
士
山
を
借
景
と
す
る
広
い
水
田
景
観
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

  

 

ま
た
、
須
津
幼
稚
園
で
は
、
れ
ん
げ
の
種

ま
き
と
花
の
摘
み
取
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

収
穫
体
験
を
体
験
学
習
に
取
り
入
れ
、
農
業

者
の
指
導
の
下
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

富士梨 
 

明治初期に富士地区で植え始められた梨です。糖度が高く、み

ずみずしい富士梨は、7月下旬から９月下旬にかけて収穫され

ます。栽培農家が直接販売しているこ 

とが多く、市場やスーパーなどの店頭 

にはあまり並ばない希少な特産物です。 

  
浮島ヶ原自然公園 

 

浮島ヶ原の湿原には、環境省レッドデータブ 

ックに記載されている貴重な植物が分布して 

います。浮島ヶ原自然公園では、貴重な植 

物や自然風景を身近に観察できます。 

浮島固有種とされるナヨナヨワスレナグサ 

など貴重な動植物と出会うことができます。 

岳南電車（鉄道）  
 

JR吉原駅から北東に10Km足らずのローカル鉄道で、1948年に

設立、1953年に全線が開業しました。 

線路際まで建物が迫る市街地や、 

パイプなどの配管がめぐる工場の 

間を縫うように、のんびりと走ります。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ吉原駅－（岳南鉄道 岳南江尾駅行き）－岳南鉄

道神谷駅 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 富士ＩＣより 約20分 

新東名高速   新富士ＩＣより 約25分 

 

邑の農地／田262ｈａ、畑36ｈａ 

主な農産物／米、富士梨 

 

東
部
地
域 

ふ
じ
さ
ん
ふ
も
と
の
さ
と
を
ま
も
る
む
ら 

邑
の
語
り
部 

多
角
的
な
農
業
経
営
が
可
能
な
農
地
と
な

り
ま
し
た
。 

富
士
山
を
背
景
に
し
た
自
慢
の
田
園
景
観

を
守
り
つ
つ
、
浮
島
ヶ
原
の
自
然
や
歴
史

に
ふ
れ
な
が
ら
吟
行
を
楽
し
め
る
よ
う
な

地
域
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

か
つ
て
生
産
性
の

低

い

低

湿

地

で

あ
っ
た
こ
の
地
域

を
、
先
人
が
苦
労

し
て
土
地
を
改
良

し
た
こ
と
に
よ
り
、 

富
士
東
部
土
地
改
良
区 

理
事
長 

渡
邉 

利
明
さ
ん 

「提供：富士市」 
「提供：富士市」 「提供：富士市」 

 
 

 
 

  

 
 

  

 
 



山
と
茶
園
に
囲
ま
れ
た
小
さ

な
集
落 

 

大
沢
は
玉
川
地
区
内
に
あ
り
、
安
倍
川
の
支
流

で
あ
る
西
河
内
川
上
流
部
に
位
置
し
ま
す
。
全
方

位
を
霧
深
い
山
と
茶
畑
に
囲
ま
れ
た
、
戸
数
23
戸

の
小
さ
な
集
落
で
す
。 

 

清
流
と
豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
農
山
村
で
、
お

茶
の
生
産
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
茶
園
の

総
面
積
は
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ
び
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
地
区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
で
お
茶

を
作
っ
て
お
り
、
全
世
帯
数
23
戸
の
小
さ
な
集
落

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
13
軒
も
の
茶
工
場
が
あ
り
ま

す
。 

  

深
い
霧
が
育
む
香
り
高
い

お
茶 

 

大
沢
は
香
り
高
く
味
の
引
き
締
ま
っ
た
お

茶
を
生
み
出
す
名
産
地
で
す
。
朝
晩
の
寒
暖

差
が
大
き
く
、
深
い
霧
が
よ
く
降
り
る
と
い

う
特
有
の
気
候
条
件
が
そ
の
味
を
育
ん
で
い

ま
す
。 

 

毎
年
地
区
内
で
お
茶
の
品
評
会
を
開
催
し
、

最
優
秀
賞
を
受
け
た
人
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授

与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
品
評
会
の
席
で
は
、

栽
培
や
製
茶
に 

つ
い
て
、
ど
ん 

な
工
夫
を
し
た 

の
か
等
情
報
交 

換
を
し
な
が
ら
、 

地
域
全
体
の
品 

質
向
上
に
努
め 

て
い
ま
す
。 

静
岡
市
葵
区 
大
沢
地
区 

お
お
さ
わ
ち
く 

「
大
沢
に
帰
ろ
う
！
」 

戸
数
23
戸
の
小
さ
な
集
落
で
す
が
、
み
ん
な
元
気
で
す
。 

顔
を
合
わ
せ
れ
ば
声
を
か
け
合
い
、
作
業
を
手
伝
っ
た
り
、
野
菜
を
分
け
合
っ
た
り
。
昔
は
当
た

り
前
に
あ
っ
た
助
け
合
い
「
結
」
の
こ
こ
ろ
。
ほ
っ
と
す
る
温
か
な
人
の
つ
な
が
り
が
こ
こ
に
は

あ
り
ま
す
。 

  

邑
の
お
も
て
な
し
「
縁
側

カ
フ
ェ
」 

 

平
成
25
年
6
月
よ
り
始
ま
っ
た
「
縁
側
カ

フ
ェ
」
は
、
町
内
全
戸
の
協
力
の
下
に
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
街
地
か
ら
お
客
を
招
き
、

交
流
を
楽
し
み
つ
つ
、
緑
茶
に
親
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
“
お
も
て
な
し
”
の
取

り
組
み
で
、
季
節
ご
と
の
お
茶
請
け
、
自
慢

の
柏
餅
、
大
沢
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
料
理
な

ど
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

毎
月
２
回
の
開 

催
時
に
は
、
地
区 

の
人
口
よ
り
多
く 

の
人
が
訪
れ
ま
す
。 

「
縁
側
カ
フ
ェ
」 

は
大
沢
の
お
年
寄 

り
に
元
気
を
与
え
、 

地
域
の
活
性
化
に 

つ
な
が
っ
て
い
ま 

す
。 

ドキュメンタリー映画「ちいさなあかり」 
 

今の時代の“豊かさ”とは何か？という問い 

に、若き映画作家２人が最小限の機材で大 

沢地区の人々と暮らしを記録しました。「人 

の幸せなくらし」をテーマとした本作は大沢 

地区の住人が出演し、邑のありのままの生 

活を垣間見ることができます。 

  
公式ホームページとfacebookで情報発信中！ 

 

大沢地区では、公式ホームページやfacebookを活用し、積極的

に情報発信を行っています。 

ホームページでは、「縁側カフェ」の開催 

情報や地区マップを見ることができます。 

大沢振興会の公式ホームページ 

http://tsunagari-osawa.com 

豊富な山の幸  
 

春先にワラビ、タラの芽、沢フキ等、美味しい山菜がたくさん採

れます。天ぷらよし和え物よし煮物よし。椎茸は露地栽培で春先

と晩秋のみ収穫します。 

そのため香り豊かな椎茸本来の味が 

楽しめます。大沢の清水で育つ山葵の 

豊かな香りと辛味は絶品です。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ静岡駅－（しずてつバス安倍線横沢行）－しずて

つバス「大沢入口」下車徒歩20分 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 静岡ＩＣより 約40分 

新東名高速   新静岡ＩＣより 約30分 

 

邑の農地／茶畑9ｈａ 

主な農産物／茶、わさび 

 

邑
の
語
り
部 

し
た
。
多
く
の
方
に
大
沢
の
お
茶
や
地
元

の
産
物
の
お
い
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
区
全

体
で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
り
、
お
茶
の

輸
出
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

主
産
業
で
あ
る
茶

業
を
う
ま
く
盛
り

上
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

思

い

、

縁

側

カ

フ
ェ
を
企
画
し
ま 

大
沢
老
人
ク
ラ
ブ 

会
長 

内
野 

辰
男
さ
ん 

中
部
地
域 

 
 

 
 

  

 
 

  

  

 
 



豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
育
ま

れ
た
農
村 

 

奥
藁
科
・
大
川
地
区
は
、
清
流
・
藁
科
川
沿
い

に
広
が
る
坂
の
上
、
栃
沢
、
日
向
、
諸
子
沢
、
湯

ノ
島
、
崩
野
、
楢
尾
、
大
間
の
集
落
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
茶
祖
が
生
ま
れ
た
地
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
、
本
山
茶
の
生
産
が
古
く
か
ら
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
七
ツ
峰
を
最
高
峰
に
周
囲
を
ぐ
る
り
と

山
で
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
山
村
で
は
、
椎
茸
の
他
、

寒
冷
な
気
候
を
利
用
し
た
赤
カ
ブ
の
栽
培
も
手
掛

け
ら
れ
、
茶
、
椎
茸
と
並
ぶ
地
域
の
特
産
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

  

地
域
農
産
物
を
生
か
し
た

特
産
品 

 

聖
一
国
師
生
家
の
お
膝
元
と
し
て
品
質
の

良
い
お
茶
づ
く
り
に
古
く
か
ら
取
り
組
む
と

と
も
に
、
地
域
の
冷
涼
な
気
候
を
生
か
し
た 

赤
カ
ブ
漬
け
や
椎
茸
羊
羹
、
地
元
で
栽
培
し

た
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
や
お
か
ら
ド
ー
ナ
ッ

ツ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
大
川 

産
の
在
来
ソ
バ
と
地 

域
の
小
麦
粉
を
使
っ 

た
蕎
麦
づ
く
り
を
行 

い
、
湯
ノ
島
会
館
な 

ど
の
観
光
拠
点
と
併 

せ
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の 

活
性
化
を
図
っ
て
い 

ま
す
。 

静
岡
市
葵
区 
奥
藁
科
・
大
川

 

お
く
わ
ら
し
な
・
お
お
か
わ 

清
流
が
流
れ
、
歴
史
が
息
づ
く
山
あ
い
の
郷 

藁
科
川
の
上
流
部
に
位
置
し
、
静
岡
に
茶
を
も
た
ら
し
た
「
聖
一
国
師
」(

し
ょ
う
い
ち
こ
く
し)

の
誕
生
を
は
じ
め
数
々
の
昔
話
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
清
ら
か
な
水
と
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た

個
性
的
な
8
地
域
か
ら
な
る
、
茶
や
椎
茸
な
ど
が
特
産
の
山
あ
い
の
静
か
な
郷
で
す
。 

  

お
山
の
陽
だ
ま
り
ス
ペ
ー

ス
で
お
も
て
な
し 

 

県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
向
の

七
草
祭
り
を
は
じ
め
、
春
の
大
川
お
茶
祭
り
、

地
区
毎
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
神
楽
な
ど
、
地

域
の
強
い
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
中
山
間
地
域
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
、
毎
月
第

１
・
３
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
大
間
・
縁

側
お
茶
カ
フ
ェ
」
で
は
、
雄
大
な
眺
め
と
、

は
ず
む
会
話
で
、
街
中
で
は
味
わ
え
な
い

“
ち
ょ
っ
ぴ
り
贅
沢 

な
時
間
”
を
楽
む
こ 

と
が
で
き
ま
す
。
大 

間
集
落
の
５
世
帯
が 

縁
側
を
解
放
し
、
緑 

茶
と
手
作
り
の
お
茶 

請
け
で
お
客
さ
ん
を 

お
も
て
な
し
し
ま
す
。 

茶祖聖一国師と本山茶 
 

聖一国師が禅宗の修行のために宋に渡った後に帰国し、故郷

の栃沢に立ち寄った際、中国から持ち帰ったお茶の実を足久保

にまいたことから、静岡で茶の栽培が 

始まったと伝えられています。 

邑では、本山茶のブランドで地域の特 

産となっています。 

  
大間・縁側カフェ 

 
集落の５世帯の農家が自宅の縁側を開放して開催しているお茶

カフェ。用意されているのはおいしいお茶とお茶うけ、そして地域

の人との楽しい会話。 

のんびりと縁側に座って、景色を眺め 

たり、おしゃべりをして、陽だまりの中、 

癒しの時間を楽しんで下さい。 

日向の七草祭り 
 

県の無形民俗文化財に指定され、旧暦の１月７日に福田寺観音

堂にて行われます。祭りは午前中の日の出の祈祷と、田遊びが

行われる夜祭りで構成されます。メインの 

夜祭りは、にぎやかにかつおごそかに行わ 

れ、毎年多くの見物客で賑わっています。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ吉原駅－（伊豆箱根鉄道 修善寺駅行き）－伊豆

箱根鉄道韮山駅 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 静岡ＩＣより約60分 

新東名高速     静岡ＳＡスマートＩＣより約30分 

 

邑の農地／田5ｈａ、畑15ｈａ 

主な農産物／茶、椎茸、赤カブ 

 

中
部
地
域 

邑
の
語
り
部 

制
を
作
っ
た
。
地
域
に
子
供
が
少
な
い
の

で
、
若
夫
婦
が
移
住
し
て
き
て
く
れ
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
移
住
促
進
活
動
に
力
を
注

い
で
い
く
。
子
育
て
に
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
が
目
標
で
す
。
ぜ
ひ
当
地
域
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

毎
年
役
員
が
交
代

す
る
た
め
継
続
性

が
な
か
っ
た
組
織

を
平
成
23
年
に
再

編
成
し
、
継
続
的

に
活
動
で
き
る
体 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

大
川
地
域
振
興
協
議
会 

会
長 

牧
野 

力
雄
さ
ん 

 
 

 
 

  

 
 

  

 
 



レ
ン
ゲ
畑
か
ら
と
れ
た
米 

 

地
域
の
農
村
資
源
や
環
境
を
守
る
べ
く
、

自
治
会
を
中
心
と
し
た
４
つ
の
町
内
会
に
よ

り
地
域
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
井
水
の
会
、
子
供
会
、
花
の
会
、

消
防
団
、
老
人
会
な
ど
の
組
織
と
自
治
会
が

連
携
し
、
農
業
用
施
設
の
管
理
や
補
修
、
地

域
の
花
壇
へ
の
植
栽
、
レ
ン
ゲ
畑
で
の
保
育

園
児
と
の
交
流
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

越
地
の
開
田
と
切
り
割
り 

 

越
地
地
域
は
、
大
井
川
の
支
流
家
山
川
の
畔
に

位
置
し
た
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
し
か
し

こ
の
自
然
は
元
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
江
戸
時
代
末
期
ま
で
は
、
大
雨
が
降
る
た

び
に
川
の
水
が
あ
ふ
れ
、
家
や
田
畑
が
流
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

こ
の
状
況
を
憂
い
た
家
山
地
区
の
医
師
村
松
周

庵
は
、
２
年
の
歳
月
を
か
け
で
岩
山
を
砕
き
、
川

の
流
れ
を
変
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
千
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
堤
防
を
築
い
た
り
、
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
の
新
田
を
作
る
こ
と
で
、
水
害
の
苦
し
み
か
ら

村
人
を
救
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

島
田
市 
越
地 

こ
え
じ 

飽
き
る
ほ
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
越
地 

農
業
に
欠
か
せ
な
い
水
が
豊
富
で
、
茶
、
米
を
中
心
に
今
で
は
懐
か
し
い
田
圃
の
レ
ン
ゲ
畑
を
再

現
し
、
そ
こ
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
、
山
菜
や
木
の
実
、
カ
モ
シ
カ
等
の
動
物
に
触
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
、
朝
は
野
鳥
の
さ
え
ず
り
で
目
を
覚
ま
す
。
そ
ん
な
自
然
が
あ
ふ
れ
る
地
域
で
す
。 

  

野守の池 
 

大井川の三日月湖で、島原の遊女野守太夫 （のもりだゆう）と

夢窓国師（むそうこくし）の悲恋物語が伝えられています。春に

は桜がと花菖蒲が美しく咲き乱れ，ヘラブ 

ナ釣りや散歩を楽しむ家族連れが多く訪 

れます。毎年8月15日には「野守まつり」 

が開催されます。 

  
栃下の夜番地蔵 

 

川根の奥の大日山の山裾近くにあった栃下という小さな村で、

畑を荒らす熊や猪を見張る夜番とな 

った一人の村人が道端の地蔵に願を 

かけたところ、畑への被害がなくなった 

という逸話から、地蔵は「夜番地蔵」と 

呼ばれ地域で信仰されています。 

昔懐かしい火の見櫓 
 

家山トンネルを越えて300mほど行った道沿いに、屋根が三角形

で見張り台が円形の櫓があります。 

半鐘や螺旋状のはしご階段、ホースを干 

すための滑車などが現存し、村にノスタル 

ジックな雰囲気をかもし出しています。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ金谷駅－（大井川鉄道 千頭駅行き）－大井川鉄

道家山駅 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 吉田ＩＣより 約50分 

新東名高速   島田金谷ＩＣより 約35分 

 

邑の農地／田 6ｈａ、畑13ｈａ 

主な農産物／茶、米、レンゲ米 

 

中
部
地
域 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
荒
廃
さ
せ
る
事
の
な

い
よ
う
地
域
み
ん
な
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
レ
ン
ゲ
の
種
ま
き
に
よ
る
有
機
質

の
土
壌
作
り
で
す
。
春
に
は
園
児
達
に
レ
ン
ゲ

畑
で
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
地
域
み
ん

な
で
、
緑
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
を
残

せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

邑
の
語
り
部 

越
地 

環
境
保
全
の
会 

会
長 

松
下 

光
雄
さ
ん 

  

 
 

先
人
達
が
、
川
の

流
れ
を
変
え
て
開

拓
し
た
田
畑
に
今

で
は
ポ
ン
プ
ア
ッ

プ
し
て
水
を
引
き
、

美
味
し
い
米
作
り 

  

  

 
 

  

 
 

 

地
域
の
自
然
や
レ
ン
ゲ
畑
を
通
じ
た
地
域

住
民
の
交
流
は
、
新
た
な
農
作
物
の
導
入
や

従
来
品
の
発
展
な
ど
の
取
り
組
み
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
レ
ン
ゲ
畑
で
と
れ
た
米
を

「
レ
ン
ゲ
米
」
と
名
付
け
、
販
売
も
行
っ
て

い
ま
す
。
レ
ン
ゲ
米
を
契
機
と
し
た
今
後
の

地
域
の
農
業
の
変
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
 



コ
ス
モ
ス
の
里 

 

平
成
11
年
、
西
島
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
空
い
て
し
ま
う
小
麦
田
を
活
用

し
、
少
し
で
も
人
々
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
コ
ス
モ

ス
栽
培
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。 

 

平
成
19
年
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
組
織
と
し
て

西
島
地
域
環
境
保
全
活
動
組
織
が
設
立
さ
れ
、
コ

ス
モ
ス
栽
培
の
ほ
か
、
地
域
の
子
供
が
参
画
す
る

「
め
だ
か
の
育
成
事
業
」
に
よ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ

く
り
、
水
路
や
農
地
の
草
刈
や
泥
上
げ
に
よ
る
地

域
の
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

西
島
地
域
は
コ
ス
モ
ス
の
里
と
し
て
定
着
し
、

平
成
23
年
に
は
周
辺
名
所
旧
跡
な
ど
の
地
域
資
源

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
「
地
域
再
発
見
の
旅
」
の

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
コ
ス
モ
ス
畑

は
参
加
者
に
大
変
好
評
で
、
口
コ
ミ
に
よ
り
年
々

コ
ス
モ
ス
が
咲
く
時
期
の
訪
問
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。 

 

  

偉
大
な
流
れ
「
大
井
川
」

の
水
防
の
歴
史 

 

大
井
と
は
「
偉
大
な
流
れ
」
と
い
う
意
味

で
す
が
、
一
旦
洪
水
と
も
な
れ
ば
下
流
の
住

民
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
し

た
。 

 

現
在
の
堤
防
は
明
治
29
年
に
完
成
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
志
太
南
部
を
奔
流
し
て

い
た
た
め
、
人
々
は
そ
の
間
の
微
高
地
に
田

を
開
き
民
家
を
点
在
さ
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

西
島
や
下
流
の
飯
淵
地
区
は
、
大
井
川
の

流
れ
が
特
に
激
し
い
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、

大
井
川
の
氾
濫
に
備
え
て
、
自
分
の
家
屋
敷

を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
の
「
舟
型
屋
敷
」
が

点
在
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
強
大
な
堤

防
の
建
設
、
土
地
改
良
事
業
や
道
路
網
の
整

備
に
よ
り
、
舟
型
屋
敷
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

焼
津
市 
西
島 

に
し
じ
ま 

偉
大
な
流
れ
大
井
川
と
報
徳
精
神
が
育
む
コ
ス
モ
ス
の
里 

大
井
川
の
下
流
左
岸
に
位
置
す
る
西
島
地
域
で
は
、
平
成
11
年
か
ら
地
域
内
外
の
人
々
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
コ
ス
モ
ス
の
植
栽
を
は
じ
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
ふ
じ
の
く
に
美
農
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
し
て
活
動
を
広
げ
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
コ
ス
モ
ス
の
栽
培
や
ビ
オ
ト
ー
プ
で

の
メ
ダ
カ
の
飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

 

西
島
報
徳
社 

 

明
治
41
年
に
報
徳
精
神
の
も
と
、
西
島
報

徳
社
が
地
区
の
農
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

明
治
中
ご
ろ
に
現
在
の
大
井
川
の
堤
防
が

建
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
域
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。 

 

 

平
成
25
年
に
国
の
財
団
法
人
組
織
の
見
直

し
の
通
達
に
よ
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、

創
立
率
先
者
の
斉
藤
伝
一
郎
氏
の
功
績
を
た

た
え
た
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

笑山句碑 
 

俳人笑山、秋富、雪岡らがつくった同人組織「六鯨舎」。その笑

山の辞世の句碑が西島自治会館敷地の福寿院廃寺墓地にあり

ます。この句碑は六鯨舎の同人が 

寛文十年（1798年）に建立し、俳句 

碑としては志太地区でも最も古いも 

ののひとつです。 

  
「大井追っかけ音次郎」歌碑 

 
県内の地名が散りばめられた歌詞が印象的な、氷川きよしの

ヒット曲「大井追っかけ音二郎」 

の歌碑が旧大井川町民の有志 

の募金によって大井川陸上競技 

場の構内に建立されました。 

大井川の恵 「うめえぞこれは 」 
 

 

アクセス方法 
 

■公共交通機関を御利用の場合 

JR藤枝駅南口‐静鉄バス 藤枝相良線‐富士見橋バ

ス停‐徒歩10分 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速 吉田ＩＣより 約10分 

新東名高速    藤枝岡部ＩＣより 約30分 

 

邑の農地／田17ｈａ 

主な農産物／米、小麦 

 

 

中
部
地
域 

邑
の
語
り
部 

ち
に
稲
作
体
験
な
ど
を
通
じ
て
何
か
を
掴
ん

で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
三
世
代
交
流

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
植
え

た
も
ち
米
で
餅
つ
き
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

幅
広
い
世
代
の
間
の
交
流
が
盛
ん
で
す
。 

時
代
の
変
革
に
伴

う
農
業
後
継
者
不

足
は
深
刻
で
す
が
、

お
陰
様
で
現
在
耕

作
放
棄
地
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
供
た 

西
島
地
域
環
境
保
全
組
織 

代
表 

村
田 

忠
夫
さ
ん 

 
 

焼津市(旧大井川町)の農家が丹精込めて 

作った小麦や、大井川水系の伏流水を使用 

したこだわりのしょうゆです。駿河湾深層水を 

ブレンドして、再仕込み製法で熟成させること 

により、うま味の窒素成分は1.98を超える「超 

特選」となっています。 

 
 

 
 

 
 

  

 
 



奥
大
井
の
箱
庭
池
の
谷
・ 

閑
蔵
集
落 

 

山
に
囲
ま
れ
た
箱
庭
の
よ
う
な
２
つ
の
集
落
は
、

大
井
川
の
支
流
寸
又
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
川
の
蛇
行
後
に
形
成
さ
れ
た
池
の
谷
集

落
と
対
岸
の
閑
蔵
集
落
は
吊
り
橋
に
よ
っ
て
結
ば

れ
て
い
ま
す
。 

 

寸
又
川
の
蛇
行
切
断
に
よ
る
河
道
跡
の
上
流
部

は
キ
ャ
ン
プ
場
、
下
流
部
は
農
地
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

映
画
の
舞
台
と
も
な
っ
た
山
村
景
観
は
、
心
地

よ
い
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
と
、
爽
や
か
な
風
を
五
感
で

感
じ
る
空
間
で
す
。 

 

  

榛
原
郡
川
根
本
町 

池
の
谷
・
閑
蔵 

 

川
根
茶
最
北
産
地
の
山
間
の
桃
源
郷 

大
井
川
上
流
に
注
ぐ
寸
又
川
に
生
き
づ
く
箱
庭
の
よ
う
な
集
落
で
は
、
お
茶
と
人
が
や
さ
し
く
も

て
な
し
て
く
れ
ま
す
。 

  

お
も
て
な
し
あ
ふ
れ
る 

高
品
位
な
川
根
茶 

 

本
邑
は
川
根
茶
の
産
地
と
し
て
は
最
も
北

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
川
根
山
地
特
有
の
自

然
の
恵
み
を
生
か
し
、
減
農
薬
に
努
め
た
循

環
型
農
業
で
高
品
位
な
川
根
茶
を
生
産
し
て

お
り
、
全
国
茶
品
評
会
で
は
産
地
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
平
成
24
年
か
ら
は
、
自
園
自
製
で

日
々
上
質
な
茶
を
作
る
こ
と
に
情
熱
を
注
ぐ

農
家
が
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
川
根
茶
を
無

料
で
ふ
る
ま
う
「
川
根
茶
茶
縁
喫
茶
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

人
手
不
足
の
解
消
と
都
市
農
村
交
流
を
進

め
る
た
め
、
平
成
12
年
よ
り
援
農
隊
「
ボ
ラ

バ
イ
ト
」
受
入
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
多
く
の
若
者
が
自
然
と
人

に
触
れ
合
い
な
が
ら
農
作
業
に
参
加
し
ま
し

た
。 

池の谷の吊り橋 
 

池の谷の吊り橋は池の谷集落と閑蔵集落の 

懸け橋となっており、長さ104ｍ、高さが13ｍ 

と大井川の吊橋の中では平均的な規模です 

が、通行する際の揺れ度は大きくスリル性は 

他の吊り橋に引けを取りません。 

  
千頭森林鉄道 

 
千頭から池の谷、閑蔵集落をとおる寸又峡までの林道に、材木

や住民を運搬する千頭森林鉄道が通っていました。 

木材運送や、発電所やダムの維持管 

理の為に使用していましたが、自動車 

の普及や道路の整備などにより、 

1968年に全線が廃線となりました 

南アルプスあぷとライン 
 

アプト式とは。歯車を利用して急勾配をの坂を登る鉄道で、スイ

スなどの山岳鉄道で活躍しています。大井川鉄道井川線の1.4ｋ

ｍ区間には日本では唯一のアプト式 

鉄道が採用され、今日も力強く走って 

います。池の谷・閑蔵集落の最寄駅の 

土本駅まで徒歩20分程です。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

JR金谷駅（75分）‐井川線南アルプスアプトライン 

土本駅（徒歩25分） 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速吉田ＩＣ 約95分 

新東名高速島田金谷ＩＣ 約75分 

 

邑の農地／畑4ｈａ 

主な農産物／茶 

 

 

自
然
を
満
喫
で
き
る
キ
ャ

ン
プ
場 

 

集
落
は
全
７
戸
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
戸
で
農
林
道
、
簡
易
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
池
の
谷

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
・
管
理
も
集
落
が
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

テ
ン
ト
サ
イ
ト
と
７
棟
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
あ

り
、
年
間
約
２
千
人
の
利
用
者
が
訪
れ
て
い

ま
す
。 

中
部
地
域 

邑
の
語
り
部 

秋
は
錦
に
染
ま
る
山
々
、
鹿
や
サ
ル
の
鳴
き

声
。
冬
は
縁
側
の
陽
だ
ま
り
と
、
コ
タ
ツ
で

暖
を
と
る
里
山
。
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
時
間
と
、

心
地
よ
い
清
風
の
空
間
。
池
ノ
谷
キ
ャ
ン
プ

場
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

池
ノ
谷
キ
ャ
ン
プ
場 

代
表 

 

海
野 

善
久
さ
ん 

春
は
山
々
の
新
緑

と
新
茶
の
香
り
。

夏
は
緑
陰
か
ら
の

涼
し
く
清
ら
か
な

風
と
、
川
か
ら
聞

こ
え
る
せ
せ
ら
ぎ
。 

 
 

 
 

 
 

  

い
け
の
た
に
・
か
ん
ぞ
う 

 
 



水
辺
の
田
園
の
里 

 

邑
に
は
、
水
稲
を
中
心
と
し
た
農
地
と
森
林

が
調
和
し
た
自
然
豊
か
な
里
地
・
里
山
景
観
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
先
に
、
地
域
の
南
部
の
桶

ケ
谷
沼
南
側
の
畑
一
面
に
菜
の
花
が
咲
く
風
景
は

圧
巻
で
す
。
菜
の
花
以
外
に
も
、
四
季
折
々
の
自

然
や
景
観
を
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
桶
ケ
谷
沼
は
、
日
本
有
数
の
ト
ン
ボ
の

生
息
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
絶
滅
危
惧

種
の
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
、
国
内
に
生
息

す
る
ト
ン
ボ
の
約
３
分
の
１
に
あ
た
る
70
種
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

  

山
、
水
、
花
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
里 

見
渡
す
限
り
の
菜
の
花
畑
は
地
域
内
外
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
訪
れ
た
人
に
美
し
さ
と
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。 

  

菜の花環境まつり 
 

毎年３月に開催される菜の花環境まつりでは、菜の花を見なが

ら中学校の吹奏学部の演奏を聴い 

たり、つきたてのお餅や 甘酒、さら 

になたね油で揚げた菜の花などを無 

料で楽しむことができます。 

  
ベッコウトンボ 

 
桶ケ谷沼は、本州で最東端のベッコウトンボ生息地であり、国内

では唯一の安定した多産地といわれ 

ています。環境省が公表したレッドリスト 

において絶滅危惧Ⅰ類とされ、自然保護 

団体や磐田南高校によるベッコウトンボ 

の人工的な増殖計画が進めています。 

桶ヶ谷沼ビジターセンター 
 

桶ケ谷沼の自然環境を保全するとともに、自然環境や自然を利

用した体験学習活動を行い、自然保護意識の啓発を図ることを

目的に設置されました。 

入館は無料で、週末には、自然観察 

会や講演会などの各種イベントが実 

施されています。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ磐田駅－（遠鉄バス 見付磐田営業所行）－磐

田営業所下車徒歩20分 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速袋井ＩＣより 約20分 

新東名高速磐田ＩＣより 約20分 

 

邑の農地／田15ｈａ、畑41ｈａ 

主な農産物／なたね油 

 

地
域
の
自
慢
・
菜
の
花
循

環
シ
ス
テ
ム 

 

「
菜
の
花
循
環
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
美
し

い
花
を
見
て
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
搾
油
し
、

菜
の
花
か
ら
油
を
搾
っ
た
「
な
た
ね
油
」
を

精
製
し
た
り
、
古
い
菜
種
油
か
ら
精
製
し
た

燃
料
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
、
来
年
の

菜
の
花
畑
を
耕
し
た
り
と
い
っ
た
地
域
完
結

型
の
循
環
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 

毎
年
３
月
に
は
「
菜
の
花
環
境
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
都
市
住
民
と
農
村
の
交
流
だ

け
で
な
く
、
循
環
型
農
業
に
つ
い
て
の
紹
介

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

邑
の
語
り
部 

つ
り
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
隣
接

す
る
桶
ケ
谷
沼
は
日
本
有
数
の
ト
ン
ボ
の

生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
四
季

折
々
の
自
然
や
景
観
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

が
楽
し
め
ま
す
。 

是
非
、
い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

岩
井
で
は
、
春
に

地
域
の
南
部
に
位

置
す
る
畑
一
面
に

菜
の
花
が
咲
き
乱

れ

、

そ

こ

で

は

「
菜
の
花
環
境
ま 

向
笠
地
区
菜
の
花
環
境

シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会 

会
長 

青
島 

一
彦
さ
ん 

西
部
地
域 

 
 

 
 

食
農
教
育
の
推
進 

 

地
域
の
幼
稚
園
や
小
学
校
で
は
、
収
穫
か

ら
食
す
る
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
る

「
食
農
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

向
笠
地
区
菜
の
花
環
境
シ
ス
テ
ム
推
進
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
幼
稚
園
や
小
学
校
で

作
物
を
自
ら
栽
培
し
、
収
穫
、
加
工
、
調
理

し
食
し
ま
す
。
地
域
を
再
発
見
し
、
想
い
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
活
動
に
よ

り
、
「
育
て
、
穫
り
、
食
す
ま
で
」
の
一
連

活
動
を
通
じ
、
自
然
の
力
に
驚
き
、
収
穫
の

喜
び
や
自
然
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
育
て
て

い
ま
す
。 

 

  

  

 
 

 
 磐

田
市 
と
ん
ぼ
の
里 

岩
井 

と
ん
ぼ
の
さ
と 

い
わ
い 



戦
国
を
垣
間
見
る
風
景 

 

高
天
神
城
は
、
菊
川
下
流
域
の
平
地
部
か
ら

や
や
離
れ
た
北
西
部
に
位
置
し
、
小
規
模
な
が

ら
、
山
城
と
し
て
堅
固
さ
を
誇
り
、
戦
国
時
代

末
期
に
は
武
田
信
玄
・
勝
頼
と
徳
川
家
康
が
激

し
い
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

 

優
美
な
山
の
形
か
ら
鶴
舞
城
の
別
称
を
持
ち
、

国
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

掛
川
市 
高
天
神
の
里 

た
か
て
ん
じ
ん
の
さ
と 

歴
史
の
里
、
高
天
神
の
里 

戦
国
時
代
、
武
田
・
徳
川
の
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
高
天
神
の
本
丸
あ
と
か
ら
地
域
の
全
貌
を
眺

め
、
戦
国
ロ
マ
ン
を
、
体
験
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

  

高天神社例大祭 
 

高天神社は、高天神城跡にあり、かつての高天 

神城を守護する神社です。祭礼は、毎年3月の 

最終日曜日に東峰の社に神様が里帰りされる 

行事として行われます。祭礼は桜の見頃とも重 

なるため、毎年多くの見物人客で賑わいます。 

高天神こしひかり 
 

高天神城跡にちなんで命名された「高天 

神こしひかり」。平成10年に県内で初め 

て全国穀物検定協会から減農薬・減化 

学肥料米の認定を受け、有機100％栽 

培にした平成12年には皇室献上米にも 

選ばれました。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ掛川駅－（しずてつジャストラインバス掛川大東

浜岡線）－土方バス停 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速掛川ＩＣより 約15分 

新東名高速磐田ＩＣより 約20分 

 

邑の農地／田20ｈａ、畑1ｈａ 

主な農産物／高天神コシヒカリ、レタス 

 

 
 

邑
の
語
り
部 

い
う
難
題
を
抱
え
な
が
ら
も
「
高
天
神
」

を
コ
ア
と
し
て
、
素
朴
と
自
然
の
中
で
、

地
域
の
人
が
観
光
者
が
優
し
く
温
か
く
接

し
会
い
、
明
る
く
元
気
に
動
き
回
る
よ
う

な
地
域
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

史
跡
「
高
天
神
」

の
ふ
も
と
に
位
置

し
て
お
り
農
村
の

原
風
景
維
持
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
高
齢
化
と 

高
天
神
里
の
会 

 

代
表 

松
下 

正
志
さ
ん 

西
部
地
域 

地
域
の
ま
も
り
び
と 

 

土
方
地
区
に
工
場
を
置
く
、
下
着
で
有
名
な
ト

リ
ン
プ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
は
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
稲
作
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
参
加
型
の
環
境
活
動

「T
r
iu

mp
h
.c
om

e

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
農
業
者
や

地
域
住
民
が
参
加
し
、
田
植
え
、
案
山
子
づ
く
り
、

稲
刈
り
な
ど
を
行
い
、
地
域
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。 

 

土
方
小
学
校
で
は
、
学
校
に
隣
接
し
た
田
ん
ぼ

で
の
田
植
え
の
体
験
学
習
を
20
年
以
上
継
続
し
て

行
い
、
地
域
農
業
と
の
交
流
活
動
を
根
づ
か
せ
て

い
ま
す
。 

高天神をめぐる戦い 
 

高天神城趾のある鶴翁山は三方が絶壁 

で、「難攻不落の名城」と呼ばれていまし 

た。武田信玄・勝頼と徳川家康の両軍は 

この地で約10年に渡る「高天神城の戦い 

」と呼ばれる攻防戦を繰り広げました。 
 

 

地
域
の
恵
み 

 

邑
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
「
高
天
神
こ
し
ひ

か
り
」
や
高
天
神
で
育
て
た
酒
米
「
誉
富

士
」
か
ら
作
ら
れ
た
幻
の
美
酒
「
花
の
香
」

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
お
よ
び
販
路
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
水
田
汎
用
化
に
伴
う
露
地
野
菜

の
栽
培
面
積
拡
大
に
よ
り
、
農
家
の
経
営
安

定
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

  

 
 

 

ま
た
、
ふ
じ
の
く
に
美
農
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
農
業
用
施
設
の
共

同
管
理
や
自
治
会
等
と
連
携
し
た
景
観
形
成
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

農
地
や
農
業
用
施
設
の
保
全
管
理
の
ほ
か
、

地
区
内
の
花
壇
や
緑
地
帯
の
手
入
れ
も
行
っ
て

い
ま
す
。 

 
 



ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
施
設 

 

地
域
の
交
流
拠
点
で
あ
る
「
あ
ら
さ
わ
ふ
る
里

公
園
」
は
、
山
間
の
懐
か
し
い
風
景
が
広
が
る
中

に
、
ビ
オ
ト
ー
プ
エ
リ
ア
、
農
業
体
験
エ
リ
ア
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
、
多
目
的
広
場
、
「
味
工
房

わ
ら
び
」
、
直
売
施
設
「
ほ
い
！
か
っ
て
家
」
な

ど
様
々
な
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
お
花
見
や

茶
園
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
遠
方
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
園
内
の
棚
田
で
は
毎
年
浜
岡
北
小
学
校

の
５
年
生
児
童
が
稲
作
体
験
を
し
て
お
り
、
６
月

に
田
植
え
、
10
月
に
稲
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

御
前
崎
市 
朝
比
奈 

あ
さ
ひ
な 

田
ん
ぼ
と
茶
畑
の
織
り
な
す
里
山
風
景 

静
岡
県
を
代
表
す
る
お
茶
と
田
ん
ぼ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
自
然
豊
か
な
里
山
「
朝
比
奈
」
。 

ふ
る
さ
と
を
感
じ
さ
せ
る
、
何
か
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
る
景
色
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。 

  

あらさわふる里公園 
 

園内には桜や梅、ツツジやアジサイなど 四季折々の花が植え

られており、１年中いろいろな花が楽しめます。 

バーベキュー広場では、しずおか食セレ 

クションにも認定された「遠州夢咲牛」を 

堪能できるので、家族で楽しんでみては 

いかがでしょうか。 

  
遠州夢咲牛 

 
遠州地方の全国有数の快適な環境の中で良質な飼料を与えら

れ、徹底した飼養管理により愛情を込めて育てられています。

第７回全国和牛能力共進会での内閣 

総理大臣賞と農林水産大臣賞のダブ 

ル受賞をはじめ、数々の賞を受賞して 

いるブランド牛です。 

御前崎茶 
 

御前崎市は、日本屈指の日照量を誇り、太陽の恩恵を最大限

に取り入れることができます。朝比奈地区では、牧之原農業用

水を利用した茶栽培が大規模に展開さ 

れており、新品種「つゆひかり」の導入 

が積極的に進められています。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ菊川駅－（しずてつジャストラインバス菊川浜岡

線）－木ヶ谷バス停 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速菊川ＩＣより 約20分 

相良牧之原ＩＣより 約20分 

 

邑の農地／田158ｈａ、畑269ｈａ 

主な農産物／イチゴ、メロン、遠州夢咲牛 

 

西
部
地
域 

朝
比
奈
ふ
れ
あ
い
の
里 

 

ク
ラ
ブ 

 

「
朝
比
奈
ふ
れ
あ
い
の
里
ク
ラ
ブ
」
は
、

地
区
の
人
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
互
い
に

ふ
れ
あ
い
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

刈
り
取
り
を
終
え
た
水
田
に
撒
い
た
コ
ス
モ
ス

が
見
頃
を
迎
え
る
11
月
上
旬
に
は
、
毎
年

「
ふ
れ
あ
い
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

  

地
元
農
産
物
の
直
売
施
設 

 

「

ほ

い

！

か

っ

て

家

（
や
ー
）
」 

 

あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園
内
の
直
売
施
設

「
ほ
い
！
か
っ
て
家
」
で
は
、
地
元
の
農
家

が
精
魂
込
め
て
育
て
た
旬
の
食
材
を
販
売
し

て
お
り
、
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
求
め
て

訪
れ
る
人
々
と
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

直
売
施
設
に
並
ん
で
い
る
食
材
を
見
て
い

る
と
、
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

邑
の
語
り
部 

ン
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
施
設
を
住
民
の
交

流
や
活
力
の
供
給
の
場
、
ま
た
、
農
産
物
の

直
販
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
や
学
習
の
場
と
し
て
、
住
民
参
加
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

官

民

が

一

体

と

な
っ
て
公
園
整
備

が

進

め

ら

れ

た

「
あ
ら
さ
わ
ふ
る

里
公
園
」
は
、
平

成
13
年
に
オ
ー
プ 

(

有)

グ
ラ
ン
パ
ー
ク
あ

ら
さ
わ 

代
表
取
締
役 

河
原
﨑 

静
夫
さ
ん 

 
 

 
 

  

 
 

 
 



歴
史
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
自
然 

 

邑
に
は
、
清
流
吉
川
、
三
倉
川
が
流
れ
、
夏

は
ア
ユ
釣
り
や
川
遊
び
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

お
茶
、
シ
イ
タ
ケ
、
自
然
薯
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん

で
、
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
天
方
城
主
の
墓
が
あ
る
「
蔵
雲
院
」
、

曹
洞
宗
の
古
刹
「
自
得
院
」
な
ど
由
緒
あ
る
神
社

や
仏
閣
が
あ
り
、
歴
史
的
に
も
魅
力
の
あ
る
地
域

で
す
。 

 

観
光
施
設
ア
ク
テ
ィ
森
で
は
、
地
域
で
採
れ
た

新
鮮
な
野
菜
を
「
山
里
の
市
」
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
「
手
づ
く
り
そ
ば
ほ
っ
と
り
」
で
は
、
そ
ば

打
ち
体
験
や
、
地
元
の
お
か
あ
さ
ん
の
手
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
「
ぷ
ぶ
ふ
の
日
」
を
開
催
し
、
都
市
と
地
域

の
交
流
を
図
り
、
住
民
の
暮
ら
し
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

 

  

周
智
郡
森
町 
天
方 

あ
ま
が
た 

歴
史
と
自
然
が
織
り
な
す
里
山
の
風
景 

太
田
川
源
流
に
あ
る
こ
の
地
域
に
は
、
豊
か
な
自
然
と
地
域
の
伝
統
が
息
づ
く
里
山
が
現
存
し
て

い
ま
す
。 

日
本
の
原
風
景
と
現
代
が
交
差
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所
で
す
。 

  

森町体験の里アクティ森 
 

コテージやキャンプ場の宿泊施設がある他、マウンテンバイク

のレンタルを利用もでき、サイクリングで巡るアウトドア体験が

できます。また、一流シェフによる「森 

のレストランかわせみ」や、遠州地方 

の名産や特産品を集めた「よんな市」 

も人気です。 

  
葛布の滝 

 
滝のいわれは、古来よりこの地方に葛（くず）が多く自生してお

り、これで葛布を製造したことからこの地名の 

由来となりました。明治の頃には、製氷地とし 

て知られ、「赤牛と黒兵衛の伝説」が残されて 

います。 

国指定文化財「友田家」 
 

平家の落人が、元禄13年（1700年）に現在の地に移築したとさ

れ、当主は現在47代目に当たります。家の造りは、「片喰違い

型」と呼ばれる遠州地方の古農家に使 

われた型式で、中世の建物をそのまま 

に残された建物として昭和48年に国の 

重要文化財に指定されています。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

天竜浜名湖鉄道遠州森駅－（町営バス/予約制）－

アクティ森 

 

■お車を御利用の場合 

新東名高速森掛川ＩＣより 約10分 

東名高速袋井ＩＣより 約30分 

 

邑の農地／田41ｈａ、畑112ｈａ 

主な農産物／茶、シイタケ、自然薯 

 

西
部
地
域 

地
元
産
自
然
薯
が
人
気 

 
 
 
 
 

「
山
里
の
市
」 

 

秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、
森
町
の
食
卓
を
飾

る
の
が
「
芋
汁
」
で
す
。
自
然
薯
を
す
り
下
し
、

サ
バ
や
シ
イ
タ
ケ
の
み
そ
汁
で
薄
め
、
お
酒
の

お
つ
ま
み
や
ご
飯
に
か
け
て
い
た
だ
く
森
町
の

伝
統
料
理
で
す
。
「
山
里
の
市
」
で
は
、
地
元

で
と
れ
た
こ
の
自
然
薯
が
売
ら
れ
、
人
気
の
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
外
と
の
交
流 

 

平
成
18
年
に
地
元
地
区
振
興
会
や
地
区
内

の
観
光
施
設
な
ど
が
参
加
し
て
、
森
町
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
子
供

た
ち
の
農
業
体
験
や
地
域
ぐ
る
み
で
の
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
、
空
き
家
め
ぐ
り
等
を
実
施
し
、

農
村
の
古
民
家
の
良
さ
や
周
辺
の
環
境
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
積
極
的
に
地
域
交
流

や
定
住
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

特
に
、
ふ
る
さ
と
子
供
夢
学
校
で
は
、
県

外
か
ら
の
小
学
生
を
招
く
と
と
も
に
、
韓
国

か
ら
の
農
業
大
学
生
と
の
交
流
も
行
っ
て
い

ま
す
。 

邑
の
語
り
部 

子
供
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
韓

国
ベ
ン
チ
ャ
ー
農
業
大
学
と
の
交
流
を
は

じ
め
、
昨
年
は
、
３
月
と
11
月
に
お
茶
と

シ
イ
タ
ケ
の
お
も
て
な
し
で
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
を
開
き
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

森
町
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
は
、
森
町

北
部
の
天
方
三
倉

地
区
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
す
る
人

達
の
集
ま
り
で
す
。 

森
町
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会 

会
長 

安
間 

紀
雄
さ
ん 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 



昔
か
ら
の
肥
沃
な
土
地 

 

東
名
高
速
道
路
浜
松
Ｉ
Ｃ
の
北
側
、
浜
松
市

東
区
の
旧
浜
北
市
に
接
す
る
農
地
と
住
宅
が
混
在

し
た
地
域
で
、
農
地
の
区
画
は
狭
く
、
宅
地
と
宅

地
の
間
に
農
地
が
あ
る
と
い
っ
た
環
境
で
す
。 

 

徳
川
家
康
が
浜
松
城
に
入
城
し
た
頃
は
万
斛
村

（
ま
ん
ご
く
む
ら
）
と
呼
ば
れ
、
穀
物
が
多
く
取

れ
る
肥
沃
な
土
地
に
恵
ま
れ
た
村
で
あ
っ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消

し
、
蕎
麦
や
菜
の
花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
け
っ
こ
い
」
中
郡
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

  

  

浜
松
市
東
区 
中
郡
地
区 

な
か
ご
お
り
ち
く 

蕎
麦
の
花
、
菜
の
花
が
咲
き
、
住
民
参
加
意
識
の
向
上
を
目
指
す 

宅
地
と
宅
地
の
間
の
、
狭
い
農
地
や
荒
れ
た
農
地
が
点
在
し
て
い
る
の
を
見
た
住
民
が
団
結
し
、

か
つ
て
の
け
っ
こ
い
（
き
れ
い
な
）
景
観
を
取
戻
す
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

  

 

平
成
25
年
12
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
市
内

二
百
ア
ー
ル
の
畑
で
収
穫
し
た
そ
ば
を
、
地

域
住
民
に
振
舞
う
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
出
世
大

名
家
康
く
ん
や
ふ
じ
っ
ぴ
ー
が
迎
え
る
な
か

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

取
組
規
模
を
拡
大
し
、
安
定
的
な
そ
ば
の

生
産
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
「
浜
松
産

ソ
バ
」
と
し
て
売
り
込
み
た
い
と
の
意
見
や
、

そ
ば
栽
培
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農

地
の
再
生
利
用
、
地
産
地
消
に
関
心
の
あ
る

企
業
や
団
体
と
の
連
携
を
望
む
声
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。 

なの花便り 
 

中郡産の菜種だけを使用し、昔ながらの釜 

炒圧搾製法で精製したなたね油 「なの花 

便り」は、化学処理をしていないため、原料 

の持つ独特の色や香りが感じられ、その奥 

深い風味や味わいに圧倒されることでしょう。 

  
鈴木権右衛門邸  

 
鈴木家は室町時代から万斛（まんごく＝浜松市東区中郡町）に

屋敷を構え、江戸時代には庄屋の中でも 

地位の高い独礼庄屋として栄えました。 

現在は、地域ボランティアによる邸内の 

見学会が開催されています。 

甘露寺 
 

弘仁年間（810年～824年）に内乱によって亡くなった多くの武士

や農民たちの霊を供養するために 

創建されたのが始まりとされ、観音 

堂や地蔵堂、弁財天などのほかに 

塔頭12坊を擁し、真言宗の寺として 

栄えました。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

新浜松駅－（遠州鉄道西鹿島行）－遠州鉄道 西ヶ

崎駅 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速浜松ＩＣより 約15分 

新東名高速浜松浜北ＩＣより 約40分 

 

邑の農地／田30ｈａ、畑61ｈａ 

主な農産物／そば、なたね油 

 

 
 

美
農
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ

ば
部
会
の
活
動 

 

「
け
っ
こ
い
中
郡
」
が
会
長
を
務
め
る
美

農
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
ば
部
会
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
浜
松
市
内
各
地
で
、
「
そ
ば
栽
培

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
再
生
利

用
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す

。 

 

そ
ば
栽
培
を
通
じ
て
、
地
域
の
環
境
保
全

や
住
民
同
士
の
交
流
に
大
き
な
効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。 

 

西
部
地
域 

 
 

 

平
成
18
年
に
地
元
地
区
振
興
会
や

地
区
内
の
観
光
施
設
な
ど
が
参
加
し

て
、
森
町
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
農
業

体
験
や
地
域
ぐ
る
み
で
の
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
、
空
き
家
め
ぐ
り
等
を
実
施

し
、
農
村
の
古
民
家
の
良
さ
や
周
辺

の
環
境
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

積
極
的
に
地
域
交
流
や
定
住
化
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

特
に
、
ふ
る
さ
と
子
供
夢
学
校
で

は
、
県
外
か
ら
の
小
学
生
を
招
く
と

と
も
に
、
韓
国
か
ら
の
農
業
大
学
生

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

邑
の
語
り
部 

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

中
で
も
そ
ば
栽
培
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

浜
松
市
産
そ
ば
の
地
産
地
消
に
興
味
の
あ

る
団
体
や
企
業
と
の
連
携
を
広
げ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 農

業
を
通
じ
て
地

域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
地
元
の

子
供
会
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
医
療
機

関
等
に
農
業
体
験 

け
っ
こ
い
中
郡 

代
表 

村
木 

正
彌
さ
ん  

 

 
 

  

 
 

 
 



地
域
で
守
る
環
境
・
景
観 

 

一
級
河
川
天
竜
川
に
面
し
、
北
は
東
名
高
速
道

路
、
南
は
国
道
バ
イ
パ
ス
に
囲
ま
れ
た
、
都
市
近

郊
の
地
域
で
す
。
農
地
と
住
宅
が
混
在
し
て
い
る

こ
の
地
域
で
は
、
水
田
、
施
設
園
芸
、
露
地
栽
培

が
各
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
と
農
家
の

交
流
が
盛
ん
で
す
。 

 

ま
た
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
、
コ
ス
モ
ス
畑

は
、
度
々
メ
デ
ィ
ア
等
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
  

浜
松
市
東
区 
中
ノ
町
地
区 

な
か
の
ま
ち
ち
く 

旧
東
海
道
（江
戸
か
ら
京
都
）の
真
ん
中
「中
ノ
町
」 

旧
東
海
道
（
江
戸
か
ら
京
都
）
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
た
め
中
ノ
町
と
し
て
名
づ
け
ら
れ
、
東
西

（
東
海
道
）
と
南
北
（
東
側
を
流
れ
る
天
竜
川
）
の
流
通
の
交
差
点
と
し
て
栄
え
た
歴
史
と
文
化

が
息
づ
く
町
で
す
。 

  

中ノ町煙火大会 
 

毎年8月14日、中野町煙火大会が天竜川 

右岸側の河川敷で開催されます。 

住民で組織する実行委員会が企画・運営 

を行う、まさに住民手作りの花火大会です。 

約4000発の花火が真夏の邑を美しく彩りま 

す。 

  
伊豆石の蔵 

 
江戸時代、天竜の木材を江戸に船で運んだ帰りに伊豆・下田で

石を積んで浜松に戻り、耐火性の高い石蔵を建てました。旧東

海道と天竜川の交差する物流拠点として 

栄えた往時が偲ばれます。 

現在はギャラリーとして展示やイベント等 

に活用されています。 

中ノ町フラワーロード 
 

国道１号バイパスと同時に整備されたポケットパークで、「中ノ町

フラワーロードとして地域住民が花 

を育てています。春の菜の花、秋の 

コスモスは見事で、道路を行き交う 

ドライバーの目を楽しませています。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ浜松駅－（遠鉄バス 中ノ町磐田線）－中ノ町バ

ス停 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速浜松ＩＣより 約5分 

新東名高速浜松浜北ＩＣより 約30分 

 

邑の農地／田16ｈａ、畑55ｈａ 

主な農産物／そば 

 

 
 

そ
ば
が
地
域
を
つ
な
ぐ 

 

邑
で
は
、
そ
ば
栽
培
を
通
じ
て
、
各
自
治

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
小
学
校
が
活
発
に
交
流
し

て
い
ま
す
。
そ
ば
栽
培
は
、
食
育
教
育
や
遊
休

農
地
の
再
生
利
用
の
取
組
と
し
て
、
多
く
の
支

持
を
得
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
力
強

化
を
促
し
て
い
ま
す
。 

 

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
再
生
利
用
や
保

全
管
理
を
目
的
に
、
栽
培
が
始
ま
っ
た
そ
ば
で

す
が
、
中
ノ
町
環
境
保
全
会
は
、
こ
れ
を
地
元

発
進
の
そ
ば
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
る
意
気
込

み
で
す
。 

西
部
地
域 

 
 

 

平
成
18
年
に
地
元
地
区
振
興
会
や

地
区
内
の
観
光
施
設
な
ど
が
参
加
し

て
、
森
町
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
農
業

体
験
や
地
域
ぐ
る
み
で
の
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
、
空
き
家
め
ぐ
り
等
を
実
施

し
、
農
村
の
古
民
家
の
良
さ
や
周
辺

の
環
境
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

積
極
的
に
地
域
交
流
や
定
住
化
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

特
に
、
ふ
る
さ
と
子
供
夢
学
校
で

は
、
県
外
か
ら
の
小
学
生
を
招
く
と

と
も
に
、
韓
国
か
ら
の
農
業
大
学
生

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

金原明善の生家 

邑
の
語
り
部 

現
在
は
国
道
１
号
バ
イ
パ
ス
が
東
西
に
通

り
、
農
地
の
中
に
住
宅
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
コ
ス
モ
ス
や
そ
ば
の
栽
培
、
花
火
大

会
等
を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

中
ノ
町
は
、
旧
東

海
道
の
街
道
筋
と

し
て
栄
え
、
古
く

か
ら
人
の
往
来
が

盛
ん
な
邑
で
す
。 

中
ノ
町
環
境
保
全
会

代
表 

小
池 

敏
夫
さ
ん 

 
 

  

郷
土
の
偉
人
、
金
原
明
善 

 

江
戸
時
代
後
期
の
一
八
三
二
年
（
天
保
3

年
）
に
現
在
の
浜
松
市
東
区
安
間
町
に
生
ま
れ

た
金
原
明
善
は
、
「
暴
れ
天
龍
」
こ
と
天
竜
川

の
洪
水
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
た
め
、
自
ら

の
財
産
で
堤
防
を
築
い
た
り
、
天
竜
川
の
上
流

部
に
植
林
を
す
る
な
ど
の
治
水
事
業
を
行
い
、

大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
農
業
用
水
路
兼
船
の
物
流
と
し
て
、

現
在
の
天
竜
川
下
流
農
業
用
水
と
三
方
原
農

業
用
水
の
構
想
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
計
画

は
後
世
に
引
き
継
が
れ
、
浜
松
市
及
び
市
の

農
業
が
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
地
域
で
は
、

天
竜
川
農
業
用
水
を
親
し
み
と
感
謝
を
こ
め

て
「
明
善
用
水
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 



花
と
緑
と
水
の
郷 

 

村
櫛
は
庄
内
半
島
南
端
に
位
置
し
、
地
域
に
は

平
成
16
年
の
浜
名
湖
花
博
の
会
場
と
な
っ
た
浜
名

湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

周
囲
を
浜
名
湖
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
潮
干

狩
り
、
釣
り
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
で
す
。
ま

た
、
遺
跡
や
伝
承
も
数
多
く
、
古
く
か
ら
人
々
が

住
み
栄
え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

三
位
一
体
の
取
り
組
み 

 

邑
で
は
、
地
域
の
協
働
組
織(

自
治
会
、
土
地

改
良
区
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人)

が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
ら
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
で
は
、
浜
名
湖

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
内
の
「
お
食
事
処
む
ら
ち
ゃ
」

の
運
営
や
、
子
ど
も
向
け
の
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

  

浜
松
市
西
区 
村
櫛
地
区 

む
ら
く
し
ち
く 

花
・
緑
・水
が
調
和
す
る
、
美
し
い
農
村
景
観 

村
櫛
は
名
勝
浜
名
湖
に
三
方
を
囲
ま
れ
た
庄
内
半
島
の
南
端
に
位
置
し
ま
す
。 

先
人
の
開
拓
し
た
田
園
と
湖
の
織
り
成
す
美
し
い
景
観
が
地
域
の
宝
で
す
。 

ま
た
、
四
季
の
花
々
が
地
域
を
彩
る
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
は
「
花
の
都 

し
ず
お
か
」
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。 

  

花
に
あ
ふ
れ
た
町
づ
く
り 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
ら
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
の
前
身
で

あ
る
、
村
櫛
町
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
は
、
花
博
来
場
者
を
温
か
く
迎
え
る
た
め
、

住
民
総
出
で
沿
道
の
花
飾
り
や
遊
休
農
地
6

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
菜
の
花
の
種
ま
き
を
行
い
ま

し
た
。 

 

花
博
開
催
期
間
中
は
、
会
場
内
に
町
営
の

食
堂
「
花
博
食
堂
」
を
出
店
し
、
来
場
者
に

浜
名
湖
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
地
域
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
様
々
な
協
働
活
動
を
実
施
す

る
う
え
で
、
任
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

あ
っ
た
村
櫛
町
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
は
、
「
花
と
緑
と
水
と
安
心
癒
し
を
提
供

す
る
事
業
を
行
い
、 

地
域
に
住
む
人
を
始
め

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
来
園
者
に
寄
与
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
ら
ち
ゃ
ネ
ッ
ト

と
な
り
ま
し
た
。 

三方原農業用水 

 
三方原農業用水は、天竜川の秋葉ダムより取水し、三方原台地

及びその周辺農地へ配水するため、昭和30年代より整備されま

した。現在は浜松市の多彩な農 

芸品生産を支える用水として、 

その重要性がますます高まって 

います。 

  
浜名湖ガーデンパーク 

 
浜名湖花博の会場から浜名湖ガーデンパークとして再整備され

た56ヘクタールの敷地内には、四季折々の花が咲き、年間を通

じて散策を楽しむことができます。 

また、高さ50メートルの展望タワー 

からは浜名湖とその周辺360°の 

絶景が望めます。 

村櫛酒販売所 

 
150年前に「村櫛村酒販売所」として創設され、現在でも珍しい

自治会運営の酒屋です。安政の大 

地震により疲弊した村の経済を立て 

直すために村人が知恵を出し合って 

互助の精神で創り、現在まで引き継 

がれてきました。 

アクセス方法 
 
■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ浜松駅－（遠鉄バス 舘山寺経由）－浜名湖ガー

デンパークバス停 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速浜松西ＩＣより 約25分 

新東名高速浜松いなさＩＣより 約35分 

 

邑の農地／田5ｈａ、畑32ｈａ 

主な農産物／菜の花油 

 

 

 

団
体
名
に
は
、
村
櫛
の
「
む
ら
」
に
、
親

し
み
を
こ
め
た
呼
称
で
あ
る
「
ち
ゃ
ん
」
を

地
域
の
独
特
の
言
い
回
し
に
し
た
「
ち
ゃ
」

を
併
せ
る
と
い
う
小
学
生
の
ア
イ
デ
ア
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
お
食
事
処
む
ら
ち
ゃ
」
で
は
、
地
産
地
消

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
旬
の
素
材
の
使
用
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
広
大
な
敷
地
の
浜
名
湖

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
内
で
唯
一
屋
内
飲
食
が
で

き
る
施
設
と
し
て
、
来
園
者
の
一
休
み
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
能

な
の
で
、
天
気
の
良
い
日
に
は
広
場
で
花
々

を
眺
め
な
が
ら
食
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。 

 

西
部
地
域 

 
 

 

平
成
18
年
に
地
元
地
区
振
興
会
や

地
区
内
の
観
光
施
設
な
ど
が
参
加
し

て
、
森
町
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
農
業

体
験
や
地
域
ぐ
る
み
で
の
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
、
空
き
家
め
ぐ
り
等
を
実
施

し
、
農
村
の
古
民
家
の
良
さ
や
周
辺

の
環
境
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

積
極
的
に
地
域
交
流
や
定
住
化
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

特
に
、
ふ
る
さ
と
子
供
夢
学
校
で

は
、
県
外
か
ら
の
小
学
生
を
招
く
と

と
も
に
、
韓
国
か
ら
の
農
業
大
学
生

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

邑
の
語
り
部 

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
景
観
作
物
の
栽
培

等
々
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

美
し
い
“
水
と
緑
と
花
の
邑
”
を
こ
れ
か
ら

も
子
供
や
孫
達
に
引
き
継
い
で
い
く
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
16
年
の
浜
名

湖
花
博
来
訪
者
へ

の
お
も
て
な
し
と

し
て
の
環
境
整
備

に
始
ま
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
設
立
、 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
ら
ち
ゃ

ね
っ
と 

代
表 

杉
田 

日
出
男
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

  

 
 



遊
休
農
地
を
活
発
に
活
用 

 

大
塚
は
、
一
級
河
川
安
間
川
と
天
竜
川
の
間
に

位
置
す
る
都
市
近
郊
の
地
域
で
す
。
地
域
で
は
主

に
、
ゴ
ボ
ウ
、
生
姜
、
エ
ビ
芋
な
ど
が
盛
ん
に
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

邑
の
活
動
組
織
で
あ
る
大
塚
愛
郷
会
は
、
平
成

21
年
度
に
ふ
じ
の
く
に
美
農
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

組
織
と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た

。 

 

平
成
22
年
度
に
は
、
自
治
会
ご
と
の
水
路
の
清

掃
及
び
草
刈
り
活
動
が
活
発
に
な
り
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
、
コ
ス
モ
ス
、
ひ
ま
わ
り
、
ポ
ピ
ー

な
ど
の
景
観
植
物
の
植
栽
も
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

  

浜
松
市
南
区 
大
塚
地
区 

お
お
つ
か
ち
く 

み
ん
な
が
誇
れ
る
町
に
、
き
れ
い
な
花
、
緑
で
一
杯
に 

大
塚
は
、
安
間
川
と
天
竜
川
の
間
に
位
置
し
、
浜
松
市
中
心
部
よ
り
車
で
15
分
ほ
ど
の
都
市
近
郊

型
農
業
振
興
地
域
で
す
。 

生
産
し
た
作
物
は
祭
り
の
際
な
ど
に
地
域
に
提
供
し
、
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
味
わ
う
こ
と
で
、

地
域
の
輪
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

  

地
域
一
丸
の
取
組 

 

 

「
み
ん
な
が
誇
れ
る
町
に
・
き
れ
い
な
花
、

緑
で
一
杯
に
・
農
地
、
水
を
大
切
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
花
の
会
及
び
自
治
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
域
の
景
観
形
成
及
び
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

花
の
種
ま
き
や
野
菜
の
収
穫
作
業
は
、
子

供
会
や
地
域
住
民
も
参
加
す
る
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
地
元

住
民
で
分
け
合
う
こ
と
で
地
産
地
消
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

オープンガーデン  
 

毎年春、ガーデニングに取組む住民が、自慢の庭を開放する

オープンガーデンを開催しています。 

大塚は西部地域のオープンガーデン 

コンテストに参加し、耕作放棄地を活 

用した景観作物の栽培で高評価を受 

けています。 

  
みどり～な（浜松市緑化推進センター） 

 
みどり～な(浜松市緑化推進センター)には、約500種15,000本の

植物があり、庭樹・生垣等の31の見 

本園と植物が見せる四季折々の風 

景を一年を通じて楽しめます。また、 

芝生広場や小川もあり、遊べる・学 

べる植物園です。 

エシャレット  
 

エシャレットは、浜松南部地域で栽培されています。砂地の特性

を生かし、栽培方法の改良 

を重ねてきました。みずみずしく、 

辛みとほのかな甘みのある高品 

質エシャレットとして全国有数の 

出荷量を誇ります。 

アクセス方法 
 

■公共交通機関を御利用の場合 

ＪＲ浜松駅－（遠鉄バス 北寺島・大塚行き）－大塚

南バス停 

 

■お車を御利用の場合 

東名高速浜松ＩＣより 約10分 

新東名高速浜松いなさＩＣより 約30分 

 

邑の農地／田3ｈａ、畑16ｈａ 

主な農産物／エシャレット 

 

 

花
の
も
て
な
し
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン 

 

地
区
内
に
は
、
飯
田
公
園
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
み
ど
り
～
な(

浜
松
市
緑
化
推
進
セ

ン
タ
ー)

が
あ
り

、
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
住

民
の
園
芸
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。 

 

西
部
地
域 

 

平
成
18
年
に
地
元
地
区
振
興
会
や

地
区
内
の
観
光
施
設
な
ど
が
参
加
し

て
、
森
町
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
農
業

体
験
や
地
域
ぐ
る
み
で
の
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
、
空
き
家
め
ぐ
り
等
を
実
施

し
、
農
村
の
古
民
家
の
良
さ
や
周
辺

の
環
境
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

積
極
的
に
地
域
交
流
や
定
住
化
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

特
に
、
ふ
る
さ
と
子
供
夢
学
校
で

は
、
県
外
か
ら
の
小
学
生
を
招
く
と

と
も
に
、
韓
国
か
ら
の
農
業
大
学
生

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

邑
の
語
り
部 

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

き
れ
い
な
花
と
緑
で
一
杯
の
大
塚
町
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。 

み
ん
な
が
誇
れ
る

大
塚
町
を
め
ざ
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
花

の
種
ま
き
や
農
業

体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

大
塚
愛
郷
会 

代
表 

鈴
木 

康
允
さ
ん 
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